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Abstract

This study was carried out with the aim of acquiring basic materials for training physical-

education teachers who could provide special needs education. We conducted a survey of full-time

teachers in charge of adapted sports or other similar classes in universities having training courses of

elementary school teachers and junior high school health and physical-education teachers. The

themes were “students’ opportunities for learning adapted sports” and “skills needed for being a

physical-education teacher capable of handling children with special needs in elementary and junior

high schools”. Through a paper-based questionnaire by mail, responses were obtained from ７６
universities with junior high school health and physical-education teacher training courses（collection

rate:５９．４％）, and from８４ universities with elementary school teacher training courses（collection

rate:５３．５％）. The results obtained suggests the following.

１）Regarding the current state of “students’ opportunities for learning adapted sports” from university

teachers’ point of view

From university teachers’ point of view, junior high school health and physical-education teacher

training courses offer more lessons on skills and practices which may be applied to adapted sports

than elementary school teacher training courses. On the other hand, in elementary school teacher

training courses, many students take lessons on special education such as the education for children

with special needs. In general education courses, there are few classes of adapted sports education.

Therefore, many university teachers feel the necessity of opening the classes of adapted sports

education in specialized courses, but at the same time, they feel also the difficulty thereof.

２）Regarding “skills needed for being a physical-education teacher capable of handling children with

special needs in elementary and junior high schools” from university teachers’ point of view

University teachers tend to consider that elementary school teachers better understand the

“disabilities” of children with special needs, while junior high school health and physical-education

teachers better understand specialized content in physical education and sports. This suggests that we

have to consider how the opportunity for learning adapted sports should be surely provided and what

contents should be offered in the field of education and during the teacher training course.
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� 目 的

２００７年より施行された「特別支援教育」に対応す

るための課題の１つに、小・中学校の体育授業にお

いて、アダプテッド・スポーツ教育を実践できる質

の高い教師の養成がある。アダプテッド・スポーツ

（adapted sports）とは、個人の身体能力、年齢、障

害の有無などにとらわれず、ルールや用具を工夫し

て、その人に適合させたスポーツを展開することで

ある（矢部ほか１９９７）。この発想および実践は、特

殊教育から特別支援教育への過渡期にある体育授業

において重要な鍵概念となる（金山ほか２００７，

２００８）。著者らは、特別支援教育に対応するための

体育教員養成に影響を及ぼす要因として、大学の教

員養成コースで展開されるアダプテッド・スポーツ

教育に着目するものである。

大学のカリキュラムであつかわれるアダプテッ

ド・スポーツ教育は共通教育科目から専門教育科目

まで幅広く及んでおり、その内容も学部や学科、大

学毎に特徴的である（金山・山崎２００９）。しかし、

教員養成コースをもつ大学のカリキュラムであつか

われるアダプテッド・スポーツ教育に関する実証的

な報告は乏しい。その中で、金山・山崎（２００９）は、

中学保健体育教員免許状第一種が取得可能な大学７６

校（回収率５９．４％）の４５％はアダプテッド・スポー

ツ教育関連教科を開講しているが、そのほとんどが

選択科目として位置づけられていること、小学校教

員免許状第一種が取得可能な大学８４校（回収率

５３．５％）においては、１１校（１３％）のみの開講であっ

たことを報告している。また、アダプテッド・ス

ポーツ教育関連科目開講の割合は、取得できる教員

資格が限られる大学において高く、養成コースをも

つ各大学の重要性の理解の範疇において任意に展開

されることを付加している。さらに、多様化する教

員養成のカリキュラムの中にあっては、行政的配慮

を伴って科目開講を位置づける必要性を示唆してい

る。

この報告から、それぞれの教員養成コースにおい

てアダプテッド・スポーツ教育を展開するための要

因を検討するならば、該当課程のカリキュラム作成

に携わる立場にある大学の専任教員が認知するとこ

ろの、特別支援教育を踏まえた体育教員養成に対す

る考え方を明らかにする必要が高いことが分かる。

教員養成カリキュラムについて北神（２００１）は、

大学教員、教育長、小学校長への質問紙調査から、

養成課程で習得しておきたい内容の重要度に関する

三者の意識の差を報告している。また、特別支援教

育の展開に際しては、小・中学校における通常学級

を担当する全ての教員が発達障害等、特別な配慮を

伴う子どもに関する「知識」や「スキル」が必要で

ある（是永ほか２００７）。さらに学校現場に目を向け

ると、障害児を対象とした体育の授業形態は、小・

中学校共に全て通常学級で実施している学校が多

く、次いで小学校ではチームティーチングの導入

が、中学校では特別支援学級との分離が位置づいて

いるとの報告がある（金山ら２００８）。これらから、

特別支援教育を踏まえた体育授業においては、障害

児への配慮とともに、インクルーシブ体育を含めた

授業のマネジメントスキルの習得が必要であること

が分かる。しかし、大学教員が特別支援教育を踏ま

えた体育授業の実際をどのようにとらえているか

は、解明されていない。

したがって、本研究では、カリキュラム作成に携

わる立場にある大学の専任教員が認知する小・中学

校体育授業の状況と、それに対応するための教員養

成に関する意識を明らかにすることとした。具体的

には、「教員養成コースに在籍する学生のアダプ

テッド・スポーツを学ぶ機会」と「小・中学校（一

般校）に在籍する障害児に対応できる体育教員に必

要なスキルや能力」の観点からカリキュラム作成に

携わる立場にある大学の専任教員が考えるところに

よる体育教員養成の特徴を把握することとした。そ

の目的は、学校体育においてアダプテッド・スポー

ツ教育を実践できる質の高い教師を養成するための

カリキュラム構築に関する基礎資料を得ることに

あった。

� 研究方法

１．予備調査の実施

本調査研究の調査票作成に際しては、この種の先

行研究が皆無であることを考慮し、質問項目策定を

目的に予備調査として各大学のシラバスから情報を

得ることとした。

１）対象

ここでは、２００７年４月現在、通学課程において、

中学の保健体育教員免許状第一種が取得可能な大学

１２３校（文部科学省２００７）より、教育学部またはそ

れに類する経緯をもつ学部を有している５７校（国立
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５４校、私立３校）を対象とした。

２）方法

２００７年度開講用シラバスにて現状を集約する方法

をとった。資料収集は Web で公開されている場合

はそれを用い、１７大学については不明な点を教務担

当部署に文書にて問い合わせた。問い合わせ期間は

２００７年１０月である。

２．本調査の実施

１）対象

本調査の対象は、中学保健体育教員免許状第一種

が取得可能な大学１２８校、小学校教員免許状第一種

が取得可能な大学１５７校である。またそれは、それ

ぞれの養成課程をもつ国内全ての大学にあたる（文

部科学省２００７）。但し、両コースを有する大学につ

いてはコース別に対応したため別々にカウントし

た。

２）方法

郵送法による質問紙調査を実施した。回答は本調

査研究の趣旨に伴い、各大学の教員養成コースにお

ける専任教員より求めた。またそれは、障害者ス

ポーツ論等の担当教員、障害者スポーツ論等が非常

勤である場合の世話人教員、体育科教育担当教員、

コース内教務担当教員のいずれかである。

３）調査項目

質問項目は、まず、各大学の基本的属性、障害者

スポーツ論等のアダプテッド・スポーツに直接的に

対応している科目の開講状況を尋ねた。次に予備調

査のシラバス分析結果を経て作成した大学教員が考

えるところの「教員養成コースに在籍する学生の障

害者スポーツを学ぶ機会」１４項目を加えた。各項目

内容については「全くそのとおり」～「全くあては

まらない」までの５点リカート尺度で尋ねた。これ

らに、同様のプロセスで作成した大学教員が考える

ところの「小中学校（一般校）に在籍する障害児に

対応できる体育教員に必要なスキルや能力」に関す

る１７項目を加えた。そこでは北神（２００１）の報告を

参考に、各質問項目に対する回答を「特別支援学校

以外の体育教員がどの程度できると思うか」につい

て「完全にできる」～「全くできない」までの５点

リカート尺度を用いた。回答校の基本的属性、アダ

プテッド・スポーツの授業開講状況については、金

山，山崎（２００９）に詳しい。

４）調査期間

調査期間は、２００８年５月～６月であり、回答は、

保健体育教員養成コース７６校（回収率５９．４％）、小

学校教員養成コース８４校（回収率５３．５％）より得た

（ただし、記入漏れがあったため各質問項目により

回答数は異なる）。回答校の内訳を表１、表２に示

した。

５）データ処理

質問項目毎、リカート尺度を有する項目について

は、平均値を求めて情報を集約し、関連要因ごとに

比較した。全ての解析は SPSS１５．０J for windows を

使用した。

表１ 本調査：中学校（保健体育）教員養成コースにお
ける回答校の属性

カテゴリー 度数 （％）

予
備
調
査

教員養成主体（対象）
その他（非対象）
合計

３６
４０
７６

４７．４
５２．６
１００．０

地
域

北海道・東北
関東

北陸・甲信越
東海

関西
中・四国
九州・沖縄
合計

９
１８
６
８
１２
１０
１３
７６

１１．８
２３．７
７．９
１０．５
１５．８
１３．２
１７．１
１００．０

設
置
主
体

国立
公立
私立
合計

３６
１
３９
７６

４７．４
１．３
５１．３
１００．０

経
営
形
態

総合大学
単科大学
合計

５６
２０
７６

７３．７
２６．３
１００．０

コ
ー
ス
の
設
置
学
部

教員養成系学部
体育・スポーツ系学部
健康・福祉系学部
文学系学部
総合・発達・人間科学等複合系学部
経済・経営・産業系学部
その他
合計

３０
１６
５
３
１８
２
２
７６

３９．５
２１．１
６．６
３．９
２３．７
２．６
２．６
１００．０

コ
ー
ス
の
設
立
年

１９５９年以前
１９６０年代
１９７０年代
１９８０年代
１９９０年代
２０００年代
無回答
合計

２８
８
４
３
１
２７
５
７６

３６．８
１０．５
５．３
３．９
１．３
３５．５
６．６
１００．０

コ
ー
ス
の
規
模

（
学
生
数
）

５０人未満
５０人以上１００人未満
１００人以上１５０人未満
１５０人以上２００人未満
２００人以上２５０人未満
２５０人以上３００人未満
３００人以上
無回答
合計

３９
１４
７
４
２
１
７
２
７６

５１．３
１８．４
９．２
５．３
２．６
１．３
９．２
２．６
１００．０
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６）倫理的配慮

調査票には研究の趣旨、目的、得られた情報の扱

いに関する説明書を付けた。また、調査は無記名で

実施し、得られたデータは統計的に処理することを

加えた。なお、用紙の返送により調査への同意を得

たと判断をした。

� 結果と考察

１．予備調査の結果

予備調査により集められたシラバスは、芳鐘ほか

（２００５）によるシラバス分析の概観を参考に、授業

科目名および内容から、障害児（者）、高齢者及び、

体育、スポーツの組み合わせを言語表現の特徴とし

て捉え、記載状況を把握した。言語表現の特徴から

把握したアダプテッド・スポーツ教育に関する教科

科目開講の状況を表３に示す。

対象５７校のうち、「障害者スポーツ論」等、アダ

プテッド・スポーツに直接関与する授業内容を開講

していたのは１３校であった。その全ては選択科目と

して位置付けられ、単位数は２単位が多かった。

また、開講校のうち２校は、�日本障害者スポーツ

協会公認障害者スポーツ指導員（初級）資格認定校

であった。これらに加えて、隔年ではあるが、「障

害者スポーツ論」を開講している学校が３校あっ

た。さらに、別途授業において“障害者スポーツ”

に関する内容を部分的に併記している学校が４校

あった。これらは、ダンスで知的障害に関する内容

を表記しているケース、地域スポーツ論で障害者ス

ポーツを取り上げたケース、コーチング論で同じく

障害者スポーツを取り扱ったケースである。また、

障害者スポーツの他に、高齢者を対象とした授業名

称が１校、共通・教養科目としてバリアフリー、障

害者スポーツというテーマで開講されていたものが

１校あった。シラバスの記載状況を１１項目にカテゴ

ライズし、表４のように把握した。この予備調査に

て集約された情報は本調査の質問項目の設定に応用

した。

２．本調査の結果

予備調査で収集したシラバスの概観から作成し

た、大学の専任教員が考えるところによる「教員養

成コースに在籍する学生のアダプテッド・スポーツ

を学ぶ機会」と「小・中学校（一般校）に在籍する

障害児に対応できる体育教員に必要なスキルや能

力」に関する質問項目の結果を報告する。

１）大学教員が考える「該当コースに在籍する学

生のアダプテッド・スポーツを学ぶ機会」の

現状について

ここでは、該当課程のカリキュラム作成に携わる

立場にある大学の専任教員が考えるところによる

「教員養成コースに在籍する学生の障害者スポーツ

を学ぶ機会」について尋ねた。結果を表５に示す。

質問は予備調査の情報を応用した１４項目からなり、

各項目内容については「全くそのとおり」～「全く

あてはまらない」までの５点リカート尺度にて回答

表２ 本調査：小学校教員養成コース回答校の属性

カテゴリー 度数 （％）

地
域

北海道・東北
関東

北陸・甲信越
東海

関西
中・四国
九州・沖縄
合計

８
２４
７
１０
１５
１１
９
８４

９．５
２８．６
８．３
１１．９
１７．９
１３．１
１０．７
１００．０

設
置
主
体

国立
公立
私立
合計

３０
３
５１
８４

３５．７
３．６
６０．７
１００．０

経
営
形
態

総合大学
単科大学
無回答
合計

５９
２４
１
８４

７０．２
２８．６
１．２
１００．０

コ
ー
ス
の
設
立
年

１９５９年以前
１９６０年代
１９７０年代
１９８０年代
１９９０年代
２０００年代
無回答
合計

２３
７
１３
６
１
３０
４
８４

２７．４
８．３
１５．５
７．１
１．２
３５．７
４．８
１００．０

コ
ー
ス
の
規
模

（
学
生
数
）

５０人未満
５０人以上１００人未満
１００人以上１５０人未満
１５０人以上２００人未満
２００人以上２５０人未満
２５０人以上３００人未満
３００人以上
無回答
合計

１２
３１
２０
１１
５
１
２
２
８４

１４．３
３６．９
２３．８
１３．１
６．０
１．２
２．４
２．４
１００．０

表３ アダプテッド・スポーツ教育に関する教科科目の
開講状況

開講有 隔年開講
別途教科
の一部

開講無 合計

度数
（％）

１３
２２．８

３
５．３

４
７．０

３７
６４．９

５７
１００．０
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表４ シラバスにみたアダプテッド・スポーツ関連教育科目の内容

障害者のスポー

ツ指導

・様々な障害を持った人たちの運動・スポーツの指導について（組織，指導者等）

・本授業では、障害者スポーツの、現状や基礎的な知識、指導技術を学ぶ。実際に車椅子をつかう。

・障害者のスポーツ指導者育成

ボランティア

・ボランティアの育成

・ボランティア活動による Adapted Sports 支援

・ボランティア計画作成

安全管理

・障害者のスポーツと指導上の留意事項

・障害者のスポーツと安全管理

・障害児・者のための運動・スポーツプログラムの立案と安全管理

・身体障害者の運動実施上の注意

障害者スポーツ

の実技・体験

・車椅子バスケット（体育館）

・ユニホック（体育館）

・ボッチャ ローリングバレー等

・高齢者・障害者を対象とした水中運動等 介助法の習得

・卓球型 ボッチャ ローリングバレー等

・車椅子バスケットボール

・車いす卓球・サウンドテーブルテニス

・車いすサッカー

・車いすラグビー

・車いすバスケットボール

・ユニホック

・障害者スポーツ 車いすスポーツを中心に

・バリアフリースポーツ体験（視覚を制限して歩く、走る）

・バリアフリースポーツ体験（フライングディスク）

・ダンス

・ドッチビー

・Adapted Sports の体験

障害の知識理解

・障害の理解

・障害の種類について

・障害の種類と運動の可能性

・障害の種類と食事

・障害者とスポーツ（１）身体障害を中心に

・障害者とスポーツ（２）知的障害、精神障害を中心に

関連領域

・セルフエフィカシー

・リハビリテーション

・障害予防

・高齢者（高齢者体育指導論）

障害者スポーツ

実習・実践

・社会体育施設での業務を体験する。

・障害者スポーツの現場にてローンボウルス、身体障害児を対象とした水泳指導の介助技術の習得

・現場にて障害者スポーツ体験実習

・障害者が実施できるスポーツの体験を通じて理解する．

コミュニケー

ション・スキル
・障害者スポーツの指導方法 スポーツの持つ可能性 接し方 求められる創造性

授業内容にて部

分的に取り扱う

・総合演習・海外の特別支援教育の臨床（ベトナム・アメリカ）

・コーチング論（障害者とスポーツ）

・障害者福祉（障害者や高齢者とスポーツ）

・レクリエーション（障害者スポーツやレクリエーションの活動）

・生涯スポーツ論（障害者におけるスポーツ指導）

・リハビリテーション（障害者と運動）

・地域スポーツ論（地域社会における生涯スポーツ，女性スポーツ，高齢者スポーツ，障害者スポーツ等）

・体育社会学（スティグマ・障害者とスポーツ）

・ヘルスプロモーション（障害者とスポーツ）

介護等体験 ・介護等体験（障害者との交流）

体 育 実 技・

ニュースポーツ

・ニュースポーツ

・バリアフリースポーツ

・ユニバーサルスポーツ

・フットベースボール

・グランドソフトボール
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を求めた。

結果、小学校教員養成コースについては、⑫カリ

キュラムにおける展開、⑬用具や教材、⑭教員の確

保、の開講に関する困難性を示す質問項目の平均値

が高くなっている。また、質問項目②受講者数、④

部分的展開、⑦実技等、の一般体育実技や共通教育

科目での取り扱いも少ないと意識されている。一方

で、質問項目①専門課程の中での関連科目設定関す

る必要性は高く認識される傾向にある。

中学校体育教員養成コースについては、小学校と

同じく開講の困難性を示す質問項目の平均値が高い

傾向にある。しかし、それ以上に専門課程において

科目設定の必要性を強く感じており、ニュースポー

ツなどアダプテッド・スポーツに応用しやすい科目

が設定されているとの認識も強い。また、フィール

ドワーク等においてアダプテッド・スポーツを経験

しやすい授業も設定されている様子である。小学校

同様に一般体育実技等においてアダプテッド・ス

ポーツを経験する機会は乏しい。②受講者数、⑥研

究テーマとしての取り組み、⑩障害に対する知識等

を取り扱う授業への参加、の質問項目における平均

値が低い傾向にあったことから、該当コースの学生

がアダプテッド・スポーツを学ぶ機会は、開講科目

選択や総合演習等における課題設定に対する学生自

身の積極性に依拠しているようにも捉えられる。

次に、「教員養成コースに在籍する学生の障害者

スポーツを学ぶ機会」における各質問項目の平均値

を小学校教員、保健体育教員の各養成コース別に比

較した結果をみてみると、全体的に中学校保健体育

教員養成コースの平均値が高い傾向にある。特に、

質問項目③④の専門課程および共通科目での学ぶ機

会に統計的有意差を認めたことから、両コース間に

おいては、学ぶ機会に対する認識が違うことが明ら

かになった。また、質問項目⑦⑧が示すように、ア

表５ 大学教員が考える「学生がアダプテッド・スポーツを学ぶ機会」

質問項目
小学校教員養成コース 保健体育教員養成コース

n Mean SD n Mean SD

①専門課程の中に“障害者スポーツ論”等、障害のある人のスポーツに
関連した科目を設定する必要性が高い。

８２ ３．５２１．１４ ７５ ３．９６０．９８ ＊

②教員養成コースにおいては、障害者スポーツに関する知識や情報を含
む授業の受講者が多い。

８０ ２．３３１．０４ ７４ ２．６８１．２９ p＝０．６５

③専門課程で開講されている講義・実技においては、部分的関与を含め
て、障害者スポーツに関する内容を扱う授業がある。

８１ ２．６２１．４３ ７５ ３．０３１．４１ p＝０．７４

④共通教育科目においては、部分的関与を含めて、障害者スポーツに関
する内容を扱う授業が開講されている。

８３ ２．１８１．４０ ７４ ２．８４１．５３ ＊＊

⑤教員養成コースの介護等体験において、障害者のスポーツや体育に関
連した実践を経験してくる学生がいる。

８２ ３．００１．２６ ７４ ３．１６１．２８

⑥総合演習や卒業論文作成において、障害者スポーツをテーマとして取
り組む学生が増えている。

８２ ２．４３０．９７ ７４ ２．５８１．０３

⑦一般体育実技において、障害者スポーツを体験する機会を取り入れた
授業がある。

８３ １．９４１．３４ ７３ ２．３７１．５０ p＝０．６０

⑧ニュースポーツや高齢者スポーツに関連する授業等、障害者スポーツ
に応用しやすい授業（講義・実技）を開講している。

８３ ２．９６１．４３ ７３ ３．９２１．３７ ＊＊＊

⑨フィールドワーク等で、障害者スポーツのイベントなどに、参加（ボ
ランティアを含む）を推進している授業がある。

８３ ２．９２１．４２ ７３ ３．３７１．４１ ＊

⑩障害児教育等、障害のある子どもにかかわる内容を含めた授業を受講
する学生が多い。

８２ ３．３０１．２１ ７３ ２．９０１．２０ ＊

⑪日本障害者スポーツ協会公認 障害者スポーツ指導員認定校として資
格を与えるための制度やカリキュラムが必要である。

８２ ２．７４１．１９ ７２ ３．０４１．２５

⑫現状のカリキュラムにおいては、障害者スポーツに関する授業の現状
以上の展開が難しい。

８３ ４．０１１．１２ ７４ ３．８４１．０６

⑬学内においては、障害者スポーツに必要な体育用具や教材が十分で
ない。

８３ ４．０２１．１９ ７４ ３．８８１．２５

⑭障害者スポーツ論等を担当できる教員の確保が難しい。 ８３ ３．８２１．３１ ７４ ３．６８１．３９

＊p＜０．０５，＊＊p＜０．０１，＊＊＊p＜０．００１
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ダプテッド・スポーツに応用しやすい実技や実践経

験に結びつきやすい授業の提供も中学校体育教員養

成コースが高いようである。小学校教員養成コース

では、障害児教育など、障害のある子どもに関わる

内容を含めた授業を受講する学生が多いと受けとめ

られている。

教員養成を目的とした場合のアダプテッド・ス

ポーツ関連授業は、小・中学校の教育現場における

取り組みにつながることが重要である。学校におけ

るアダプテッド・スポーツ教育の全国調査報告（金

山ほか２００８）によれば、一般校に在学する障害児

の多くは、知的および精神機能の障害である。また

体育授業において配慮を必要とする児童生徒の存在

は、学年が上がるほど増える傾向にあった。体育授

業実施に関する全国的な傾向としては、インクルー

シブ体育（障害のある子とない子が一緒に行う）の

割合が高かった。また、小学校ではチームティーチ

ングの導入が進んでいた。さらに、中学校では、担

当教師が教科別に対応するため、チームティーチン

グの導入よりも、一緒に行う場合と分けて行う場合

の二極化傾向にあった。このことを踏まえて、教員

養成コースの特質を考慮した場合、大学で提供され

る授業内容は、障害に対するアセスメントに加え

て、小・中学校体育授業での「ねらい」や「めあて」

を包括した授業全体のマネジメントに関する見解を

提示する必要性を感じている。

２）大学教員が考える「小・中学校（一般校）に

在籍する障害児に対応できる体育教員に必要

なスキルや能力」について

該当課程のカリキュラム作成に携わる立場にある

大学の専任教員が考えるところによる「小中学校

（一般校）に在籍する障害児に対応できる体育教員

に必要なスキルや能力」に関する１５項目について尋

ねた。質問項目は、特別支援教育の概要（文部科学

省２００６）、および予備調査で集約した内容と全国小

中学校調査（安井２００７；安井・山崎２００８；金山ほ

か２００７，２００８；下村ほか２００７）を参考に設定した。

各質問項目に対する回答は、北神（２００１）の報告を

参考に、「特別支援学校以外の体育教員がどの程度

できると思うか」について「完全にできる」～「全

くできない」までの５点リカート尺度で求めた。結

果を表６に示す。

小学校教員養成コースでは、質問項目①の障害者

スポーツを学ぶことの価値意識が高く、次いで、⑧

発達障害の理解、⑩他の教員と協力した体育授業の

運営、①障害のある人に対する接し方、②障害に対

する基礎知識など、障害に対するアセスメントと

チームティーチング等の授業運営に関する項目が高

い傾向にあった。その反面、③障害の種類やレベル

に応じたスポーツ指導、⑤障害や疾病に応じた運動

量の提供や援助、⑫障害者スポーツの実技指導、⑬

障害者の生涯スポーツへの見通し、等障害者の具体

的なスポーツ指導に関する項目が低い傾向にあっ

た。このことは、大学における養成段階で「障害児

教育」に関する授業設定の標準化と「アダプテッ

ド・スポーツ」に関する授業開講の乏しさを反映し

ている可能性がある。５点リカート得点の平均値に

おいては、３．０を超えた質問項目が５項目のみで

あったことから、大学教員は、特別支援教育が導入

された教育現場での教師の戸惑いを予想しているよ

うにも推察された。

中学校保健体育教員養成コースについても小学校

教員養成コースと同様の傾向を示したが、⑭障害者

の競技スポーツ大会参加への手助けに関する項目が

上位にあった。この背景には、先のアダプテッド・

スポーツを学ぶ機会の結果に示されたフィールド

ワーク等の授業の開講状況の影響があるのかもしれ

ない。また、⑨障害のある子どもの学習評価に関す

る項目が低いことが特徴的である。③障害の種類や

レベルに応じたスポーツ指導、⑫障害者スポーツの

具体的な指導、を示す項目も低い傾向にある学校現

場での分離の背景を予想した。加えて、中学校の現

場では用いられにくい⑩チームティーチングに関す

る項目が３．２９と他の質問項目よりも高かった。該当

コースにおいても小学校教員養成コース同様に５点

リカート得点の平均値において３．０を超えた質問項

目が４項目のみと全体的に低い傾向にあった。

「小・中学校（一般校）に在籍する障害児に対応

できる体育教員に必要なスキルや能力」の各質問項

目の平均値を小学校教員、保健体育教員の養成コー

ス別に比較した結果をみてみると、②障害に対する

基本的知識に基づいた行動や、⑧発達障害の理解、

⑨障害のある子どもの学習評価に関する項目は小学

校教員養成コースの教員が高く認識しており、⑫障

害者スポーツの具体的指導、⑬生涯スポーツへの見

通し、⑭競技大会への参加手助け、⑮障害者スポー

ツを学ぶことの価値、等の障害者の体育・スポーツ

に関する専門的な内容を問うている項目について
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は、中学体育教員養成コースの教員が高く認識して

いた。ここでも、該当コースに在籍する学生の障害

者スポーツを学ぶ機会に関する結果を反映する様子

であった。すなわち、小学校教員は障害児の「障害」

に関する理解が高く、中学校体育教員は、体育・ス

ポーツの専門的内容に関する理解が高いと認識され

ることが示唆された。教員養成段階におけるアダプ

テッド・スポーツ教育に関する「機会の確保」「提

供内容」の情報交換が必要である。

� まとめ

本研究は、学校体育においてアダプテッド・ス

ポーツ教育を実践できる質の高い教師を養成するた

めの基礎資料を得ることを目的に、小学校教員養成

コースおよび中学校保健体育教員養成コースをもつ

各大学においてアダプテッド・スポーツ、もしく

は、それに近い科目を担当する専任教員を対象に

「学生のアダプテッド・スポーツを学ぶ機会」と「小

学校と中学校に在籍する障害児に対応できる体育教

員に必要なスキル」を調査したものである。郵送法

による質問紙調査により、中学保健体育教員免許状

第一種が取得可能な大学７６校（回収率５９．４％）、小

学校教員免許状第一種が取得可能な大学８４校（回収

率５３．５％）より回答を得た。結果の要約を以下に示

す。

１）調査票作成に際しての情報を得るという目的

をもって予備調査を行った。中学校保健体育教員免

許第一種取得可能コースが設置されている、教員養

成系学部５７校を対象に２００７年度シラバスの科目名及

び内容から、障害児（者）、高齢者、体育、スポー

ツ、の組み合わせを含む記載を把握した。それらは

１１項目にカテゴライズされた。

２）大学教員が考える「学生のアダプテッド・ス

ポーツを学ぶ機会」の現状について、中学校保健体

育教員養成コースでは、小学校教員養成コースと比

較して、アダプテッド・スポーツに応用しやすい実

技や、実践経験に結びつきやすい授業の提供が高い

と認識される傾向にある。一方の小学校教員養成

コースでは、障害児教育など、障害のある子どもに

かかわる内容を含めた授業を受講する学生が多いと

受けとめられている。大学教員の多くは、一般体育

実技や共通教育科目においてアダプテッド・スポー

ツ教育に関連する内容の取り扱いが少なく、専門課

程での関連科目の開講の必要性を感じている様子で

ある。ただ、その一方では設置の困難性に関する意

識も強い。

３）大学教員が考える「小中学校（一般校）に在

籍する障害児に対応できる体育教員に必要なスキル

表６ 大学教員が考える「小・中学校（一般校）に在籍する障害児の体育授業に対応するための教師のスキル」

質問項目
小学校教員養成コース 保健体育教員養成コース

n Mean SD n Mean SD

①障害のある人（子ども）に対する、適切な接し方や話し方 ７７ ３．１８０．８７ ７２ ３．０１０．９０

②障害に対する基本的知識に基づいた行動 ７６ ３．０９０．８７ ７２ ２．７８０．８９ ＊

③障害の種類やレベルに応じたスポーツ指導 ７７ ２．３４０．８０ ７２ ２．４３０．９２

④障害のある人（子ども）向けの体育・スポーツ教材の工夫 ７７ ２．５５０．９３ ７２ ２．５７１．００

⑤障害や疾病に応じた、運動量の提供や援助 ７７ ２．３９０．８９ ７２ ２．５７１．０６

⑥障害のある人（子ども）の運動・スポーツに関連する安全管理 ７６ ２．６２０．９９ ７２ ２．７６１．０７

⑦車椅子の操作を含めた、障害のある人の介助方法 ７７ ２．７４０．９９ ７２ ２．６０１．０４

⑧発達障害（LD、ADHD、高機能自閉症等）のある子どもの理解 ７７ ３．２５０．８６ ７３ ２．７９０．９７ ＊＊

⑨障害のある子どもの学習評価 ７７ ２．８４０．９２ ７３ ２．４８０．９６ ＊

⑩他の教員との協力した体育授業の運営 ７７ ３．１９０．９７ ７３ ３．２９０．８９

⑪障害の“ある子”と“ない子”を一緒にした体育授業 ７７ ２．７１１．００ ７３ ２．７０１．０１

⑫車椅子バスケット、シッティングバレー等、その他、障害者スポーツ
の実技指導

７７ ２．０３０．９６ ７３ ２．４４１．０７ ＊

⑬学校体育・地域スポーツの連携を含めた、障害者の生涯スポーツに対
する見通し

７７ ２．４３０．９２ ７３ ２．７３１．０３ p＝０．６４

⑭障害者の競技スポーツ大会参加への手助け ７７ ２．７８０．９８ ７３ ３．１８０．９９ ＊

⑮障害者スポーツを学ぶことの価値意識 ７７ ３．３４０．９１ ７３ ３．５８０．７６ p＝０．８６

＊p＜０．０５，＊＊p＜０．０１
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や能力」について、小学校教員は、障害児の「障害」

に関する理解が高く、中学校保健体育教員は、体

育・スポーツの専門的内容に関する理解が高いと認

識される傾向にあった。またそれは、大学教員が感

じる、それぞれの該当コースに在籍する学生のアダ

プテッド・スポーツを学ぶ機会に関する結果を反映

する様子であった。学校教育現場および教員養成段

階におけるアダプテッド・スポーツ教育に関する

「機会の確保」や「提供内容」に関する検討の必要

性が推察された。

付記；本稿は「学校におけるアダプテッド・スポーツ
教育の実施状況に関する調査研究」平成１８年度～２０年度
日本学術振興会、文部科学省科学研究補助金基盤研究
（B）研究代表者：山崎昌廣の一部として行われた。また、
本研究の内容は、山崎昌廣ほか（２００９）学校におけるア
ダプテッド・スポーツ教育の実施状況に関する調査研究
―研究成果報告書を骨子として加筆修正したものである。
この調査で用いた調査票の作成に際しては、立命館大

学産業社会学部教授山下秋二先生より適切な助言ならび
に深いご配慮を賜りました。ここにお名前を記して感謝
いたします。
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